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( 1 ) 3KOHOMHK8 opr8HH38UHH H nJI8HHpoB8HHe npOMbl山JIeHHoro npOH3BO且CTB8， BHl{8 UJKOJI8, 1984, CTp. 21. 







れについては後述するL 従って，現在では，社会的生産の基本的な第一次環は 2 つのタイプの
企業に代表される。すなわち，伝統的なー工場型企業と多工場型企業(=生産合同)である。

























(3) TaM 淑e， cTJ).22. 
(4) 3KoHoMHKa npOMbI凹JIeHHOCTH CCCP, BbI山拍凹銅山KOJIa， 1975, cTJ).103-104. 




























ないということを意味している寸 (3KOHOMHKa opraHH3aQHH H 口JIaHHpOBaHHe 叩OMbIUlJIeHHoro npOH3BOllCTBa, CTp. 
42.) r社会主謝士会では，生産管理が国家によっておこなわれる。党組織が管理システムの主要な組織力である叫
(九日BaHOB， ClCHOBbI ynpaBJIeHHH npOH3BOllCTBOM，乃eCHaH 日pOMbI山JIeHHOCTb， 1979, CTp. 68.) 
(7) CM. , 3KOHOMHKa 叩OMbI山店HHOCTH CCCP, CTp.17. つぎのようにも分類される。「現在，工業部門の発達l乙
影響を及ぼす管理上の国家機関の基本的環はつぎのごとくである。 (1 )部門を越えた (BHeOTpac尻島Ii1)指導機関
一一全般的権限を有する国家的管理機関と専門的権限を有する国家的機関， (2)部門別指導・管理機関，基本
的には，産業省， (3)部門内管理機関，例えば，全ソ工業合同，生産合同，工業企業など…寸(Cl6もellHHe即日 B 





















(出典) 3KOHOMl1Ka OpraHl13au聞 11 nJlaHl1pOBaHl1e npOMbIlllJIeHHO瑢 













(8) CM. , OpraHH3aUl1H ynpaBJJeHHH 06LUeCTBeHHbIM npOH3BO且CTBOM， Mry, 1979, CTp.lll. 
ヲライ
(9) 乙れは，地万 (KPOi1) ，州， 自治州，自治区，地区，市，市内の区，町の村など，地方自治体における国家
権力機関である。
(10) 例えば，谷川良一著『ソ連邦新憲法と基本的人権.1，有斐関， 1979年， 241ぺ-:_/参照。



















をもった機関である。 乙れが部門間機能別機関 (ゆゆYH山Kα但叩u山UI1加E目附附fω削Oω叩H協町削a釦剖JλIb凶H也出bI蹴I陀e M附e)!{別O肝Tp問acωλe白Bb悶I陀e 0叩pr悶aH刷bI) であ












(12) 3KOHOMI1Ka OpraH113aL¥I151 1 nnaHl1pOBaHl1e npOMbl山口eHHoro np0I13BOlCTBa, cTp.43. 
(13) YnpaBJleHl1e C0ll1aJlI1CTI14eCKI1M np0l13BO且CTBOM， 3KOHOMI1Ka, 1978, CTp.104-105. 
(14) OpraHl13aL¥I151 ynpaBJleHI151 o6111eCTBeHHbIM np0I13BOlCTBOM, 1979, CTp. 117. 
(15) CM. , TaM lKe, CTp. 117 -118; 3KOHOMI1Ka OpraHl13aL¥I151 1 nJlaHl1pOBaHl1e npOMbl山J1eHHoro npOI1BOlCTBa, cTp.43. 
(16) ，-全体的には，部門別機関システムは省形態をとり，部門問機関システムは委員会となる oJ ( OpraHl13aL¥I151 






























とに，部門ごとの計画を調整する)総合 (CBOllHbIM) 部， (すべての生産物について物的バラン
スを作成する)バランス部， (ソ連邦全体にわたって，個々の問題一一例えば，計画化への
(1わ TaM lKe.. 
(18) TaM lKe, CTp. 117 ~ 118. 























連邦・共和国省 (COI03Ho-pecny6~HKaHCKHe MHHHcTepcTBa) は，その従属関係 (nO)L'1HHeHHOCTb)








局 (OTlleJl bl H ynpaBJleHH5I)，がその具体例である。(CM. , OCHOBbl 9KOHOMHKH H ynpaBJleHH5I npOH3BOllCT BOM, 3KOｭ
HOMHKa, 1977, CTp.l09~11 1.) 
(21) í産業省 (npOMbl山JleHHOe MHHHcTepcTBo) は産業の一つの部門を指導する国家的管理の中央機関である叫
(OpraHH3aUH5I ynpaBJleHH5I o6111eCTBeHHbIM npOH3BOIlCTBOM, 1979, CTp. 129. ) 





の数は限定されたものであ J? 会出 2Cそ(すなわち，大多数の場合は) ，ソ連邦の連邦・共
和国省がそれぞれの共和国の同一名称の連邦・共和国省を通して然るべき産業部門を管理して






連邦加盟共和国省 (pecrry6~HKaHCKHe MHHHCTepCTBa) はそれぞれの共和国閣僚会議附属として
設立され機能している。これは(地方的意義をもち，主としてその地方の原料にで活動し，原
則としてその共和国の欲求にこたえる)企業を指導している。例えば，ロシア共和国には，い







(出典) 3KOHOMHKa rrpOMbILlJJIeHHOCTH CCCP, CTp. 127. 
包3) 3KOHOMHK3 opr3HH33UHH H nJl3HHpOB3HHe npOMbl凹J1eHHoro npOH3BOHCTB3, cTp.44. 
(24) T3M )I{e, CTp.45. 
包5) 3KOHOMHK3 npOMbl凹J1eHHOCTH CCCP, CTp. 119. 
四 CM. ， K. T3KCHP, YK33. CO 'l., CTp.76. 1976年の資料によれば，工業生産物の51%が全連邦省管轄下の企業l乙
よって産出され， 49%が連邦・共和国省や共和国省の管轄下の企業によって産出されていた。 (CM. ， H3y'lHble 
OCHOBbl yn岡田eHHH COUH3J1HCTH'IeCKOH ヨKOHOMHKOH， MbICJlb, 1976, CTp. 61.) 
間 「部門の技術経済的相違にもかかわらず，省の構造には多くの共通点か守存在する叫 (3KOHOMHK3 npOMbllllJleHHｭ






もある)彼は単独責任制 (e，.uI1HaHa'laJlI1e) を基礎として行動してい f! 彼が省の活動とその管
轄下にある部門の企業(や合同)の活動に個人的に責任を負う。大臣はソ連邦最高会議によっ
て任命され，その代理はソ連邦閣僚会議に任命される。それぞれの省には，審議機関(すなわ













・通信部，労働保護・安全技術部，中央会計局 (ueHTpaJIbHaH 6yxraTepl1H) ，品質検査局 (rJIaBｭ





側 CM. ， YnpaB.neHl1e COU. np0I13BO)lCTBOM, CTp.624. これらが省の中央機関といわれる乙ともある。 (CM. ， Oprｭ
aHI13aUl1H ynpaB.neHI1H 06山eCTBeHHbIM 叩01130B)lCTBOM， 1984, cTp.97.) 
側 「大臣は部門のすべての事柄に個人的に責任をもっ単独責任者 (e)lI1 HOHa刊.nbH I1 K) である叫 (YnpaB.neHl1e
COU. np0I1330)lCTBOM, cTp.625.) 
(30) ，-評議会は大臣附属の諮問機関 (COBe山aT印刷bIH opraH) である叫 (TaM )I{e.) 
(31) CM. , OpraHI13aUI1H ynpaB.neHHH 06mecTBeHHbIM npOH3BO)lCTBOM, CTp.98. 
。2) ，-省の科学技術会議は部門の科学技術発達の諸問題に関わる協議機関 (COBeIl.(aTe.nbHbIH opraH) である叫
(TaM )I{e.) 
(3) CM. , 3KOHOMHKa opraHH3aUHH H n.aHHpOBaHHe npOMb山.neHHoro npOH3BO)lCTBa, cTp.46. 
(34) 3KOHOMI1Ka npOMbI山.neHHOCTH CCCP, CTp.127. 
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の結果に対する責任を高めるために，合同では，企業長会議 (COBeT AHpeKTopoB) が設置され機
能している。乙れは(協議機関としての性格をもっ)世1)集団的指導機関で、ぁぷ?合同長，その代





(36) r工業合同は工業部門の組織構造の中級環である叫 (YnpaBJIeHHe COlJ，.日pOH3BOnCTBOM cTp.625.) 
(間「新しい進歩的な組織上の管理形態としての工業合同の創設は……1973年 3 月 2 日の決議からはじまる叫
(λ. I1BaHoB, YKa3. CO可.， CTp. 79.) 
(38) 06もenHHeHHe B npOMbIWJIeHHOCTH, CTp.96. 
(39) K. TaKcHp, YKa3. CO可.， CTp.105. 
位。 CM. ， 3K?oMHKa npOMbI凹JIeHHOCTH CCCP, CTp.124. 
体 1) TaM lKe, CTp. 125. 
(42) Jl. I1BaHoB, YKa3. CO可.， CTp.80. 
















































日JIaHl1pOBaHl1e 1 ynpaBJIeHl1e npe江npl15ITl1eM XI1MI1可eCKoro(出典) OpraHI13aUI15I, 
CTp.52. 1977, BbIC凹a月山KOλa，Ma山I1HOCTpOeHI1兄，
これに関しては， TeOpl1H 刊岡田eHI1H COUl1aJII1CTI1明CKI1M np0I13BOllCTBOM, 3KOHOMI1Ka, 1983, CTp. 164 -168 およ
び OCHOBbl 9KOHOMI1KI1 1 ynpa回eHI1H np0I13BOllCTBOM, CTp. 117 -118 を参照の乙と。
「企業では，主として，職場型管理構造がとられている叫 (3KOHOMI1Ka OpraHI13aUl1H 1nJIaHl1pOBaHl1e npOMb凹r
eHHoro np0I13BOllCTBa, cTp.51.) 
CM. , K. TaKc l1p, YKa3. CO可.， CTp.237-238. 






























組8) CM. , ﾜCHOBbI 9KOHOMHKH H ynpaBJIeHHH npoH3Bo且，CTBOM， CTp. 121. 
(49) 3KOHO附Ka opraHH3aUHH H nJIaHHpoBaHHe npOMhl~eHHoro npOH3BO~CTBa， cTP.52. 
(50) K. TaKcHp, YKa3. CO可.， cTp.234. 
(51) CM.，刀.11BaHoB， YKa3. COlJ., .CTP. 99. r生産職区は(労働者数が25-30人を越えない場合には)職区の職長
に指導される叫 (üpraHH3aUHH ynpaB氾HHH 06mecTBeHHbIM 叩OH3BO~CTBOM， 1979, CTP. 135.) r ヨリ大きな職区の
指導の場合には，上級 (CTap凹目前)職長以外lζ，交替作業班ごとに (CMeHHble) 職長が任命される叫 (YnpaBJIe­
HHe COU. npOH3凹且，CTBOM， CTP. 627. ) 
(52) CM. , üpraHH3aUHH, nJIaH叩aBaHHe H ynpaBJIeHHe npe~pHHTHeM XHMHlJeCKoro MaWHHOCTpoeHHH, BbIC山間凹KOJIa，
1977, CTp.52-53. 
間 「専門的な機能別小部門の創設は企業システムにおいて然るべき経済的あるいは生産テクノロジ一的過程の
管理という一定の課題を解決しなければならない乙とに条件づけられている叫 (CTPYKTypa H Ka~bI ynpaBJIeHHH , 






















(出典) Teopl151 ynpaBJJeH問 COlJ，・ np0I13BO~CTBOM， CTp.181. 
(54) I工業企業管理の組織構造は意識的にそして(管理機能や管理方法を通してあらわれる)客観的に作用する社






めざして，既存の企業や組織を連合したものであり，ソ連邦では， 1960年代の初め頃から試みられ， 1970 








組織の利害の調整を目的として，合同会議 (COBeT 06be11HHeHHH) が， 4 半期lζ1度，開催される。乙れは総
企業長附属の諮問機関であり，そ乙での決議は，総企業長の指令 (npHKa3) として，具体化される。(生産
合同については，例えば， K. TaKCHp, YnpaBJIeHlfe npOMbI凶庇HHOCTbIO CCCP, BbIC山田山KOJIa ， 1985; Coｭ
Bep山eHCTBOBaHHe ynpaBJIeHHH B npOMbIWJIeHHOCTH, oeJIapycb, 1981; 3KoHoMHKa opraHH3aUHH H nJIaHHpOBaHHe 















日)社会主義「企業は， 2 つの基本的なシステム(すなわち，管理システムと被管理システム)から成る叫 (K.
TaKCHp, YKa3・ CO可.， CTp. 234. ) 
(56) í企業の管理部とは，全体としての企業とその個々の部分を指導する公務員 (110訓HOCTHble JIHua) の総体であ
る。企業長，主任技師，企業長代理，職場長，部局長，上級職長，職区長，職長そしてその他の企業環の長，
がそれを構成する叫 (CnpaBOlJHHK noc06He 11HpeKTopy npOH3B011CTBeHHoro 06be11HHeHIfH, npe11npHHTHH, 11 , 3KOHOMｭ
HKa, 1977, cTp.455.) ブリガーダ長は，普通，管理部を構成しないと考えられている。これについては，拙稿


























上 級 企業長 主任技師，経済問題担当企業長代
理，行政問題担当企業長代理，人
事担当企業長代理など
中 級 生産の長，職場長，交代班の長と 主任工程技師，主任機械技師，主
その代理 任ディスパッチャーおよびその代
理，諸々の部の部長とその代理
下 級 職区長，上級職長，職長 部内のビュローの長，職場ビュロ
ーの長，機能ク、、ループの長





構造 CTpyKTypa (npo併CCHoHaAbHoro ynpaBAe日間})と同一ではなく，「社会的管理」構造 CTPYK -
Typa {06meCTBeHHOrO 卯paMeHHSI} もその一部を成している。すなわち，社会主義企業では，勤
労者の管理参加が制度的に保障されているのである。乙のような勤労者の管理参加はつぎのよ
ような基盤にもとづく。すなわち， (1)生産手段の社会主義的所有(経済的基盤)， (2) プロレタ
リアート独裁(政治的基盤)， (3) マルクス・レーニン主義理論(イデオロギー的基盤)， (4)民主






















































(出典) TeopH5I ynpaBJIeHH5I COU. 















































































































拠づけられたとの考え方が支配的であり (CM. ， JI. KpaMapOBCKHH, PeBH3H5I H KOHTpO.nb ， ψHHaHCbl H CTaTHCTHKa, 
1982, CTp. 5-9.) ，社会主義統制の歴史的展開も今後の検討課題の 1 つである。またエス・ボピル (C. 506blp) 
によれば，社会主義のもとでの統制は勤労者を管理ヘヨ|き入れる形態の 1 つであり，乙の点にも資本主義との
相違を見出す乙とができる (CM. ， C. 506b1P, KOHTPO.nb H peBH3H5I X0351HcTBeHHoH ,lle5lTe.nbHOCTH npOMbl山.neHHbIX
npe,llnpH5ITHH, Bblcwa51 凹Ko.na ， 1975, cTp.10.) 。
(59) COUHa.nHcT附eCKHH KOHTpO.nb : MeTO,llbl H npo6.neMbl, HayKoBa ,llyMKa, 1985, CTp. 17 -18. 
























(61) クラマロフスキー(凡 KpaMapOBCKHìí はつぎのように分類している (CM. ， COUHaJlHCTHlJeCKH? KOHTOpOJlb : 











(62) E. KOlJepHH, KOHrpOJlb B CHCTeMe ynpaBJleHHll COUHaJlHCTH可eCKHM npOH3BO且CTBOM， 3 KOHOMHKa, 1982, CTp. 22~26. 
統制方法はつぎのように図示される (TaM )I{e, cTp.22.)。
. 







3. 国家委員会や庁 (Be.llMCTBO) の統制，国家監督局の統制
4. 裁判所の統制，検事局の統制，国家調停委員会の統制





































































(64) CM. , JI. Kp3M3POBCKHÌÎ, YK33. co可.， cTp.21. 
(65) Ynp3B.neHHe 3KOHOMHKOﾌﾎ. OCHoBble nOHHTHH H K3TeropHH, 3KOHOMHK3, 1986, CTp. 128. 
(6) E. Ko可epHH， YK33. COlJ., cTp.84. 
怖の COll. KOHTOpO.nb, cTp.34. 
(68) E. KOlJepHH, YKa3. CO可.， cTp.79. 
(69) T3M lKe, CTp.89. 
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